
九大ＱＵＥＳＴ－ＭＡＰ　　（平成１９年６月７日時点）　　（　1　） （プレス発表用）
シート名 全学(総長） 　使命（ミッション）とビジョン 　　　　　　　　　　　　　　　　現状分析　（ＳＷＯＴ分析）
シート番号 BSC2009－1＜ミッション＞ ＜４－２－４のアクションプラン＞ ＜重点的に対応すべき環境変化＞ ＜重点的に強化すべき強み＞
対象期間 秀でた基礎研究を基盤に、 ・四つの使命・活動分野： ・集団から組織への転換 ・日本の人口減少と学生定員過剰 　・先端性、学際性、感性の豊かな教育研究資源を持つ

　 教育、研究、社会貢献、国際貢献 ・ステークホルダー(顧客）起点の発想 ・グローバル化のさらなる進展とアジアの台頭 　・伊都キャンパスという未来発想の実験場を持つ

作成責任者 梶山　千里 社会に貢献する ・二つの方向性 ・社会との接点 ・インターネット及び通信のさらなる進展 　・アジアとの交流の実績と地理的な優位性がある

同役職名 総   長（人類の福祉と人間生活の一層の充実のために役立てる） 　実績に基づく新科学領域への展開 ・進化し続ける教育・研究への対応 ・規制緩和、行革の進展と政府財源の縮小 　・暖かく人間味があり、学部専攻教育では少人数教育を実践している

学生　18,393名 ＜ビジョン＞ 　　 アジア指向 ・コミュニケーション ・科学技術振興予算及び競争的資金の増加と集中 ＜重点的に克服すべき弱み＞　
教職員　4,442名 世界最高水準の教育研究拠点 ・評価による四つの支援： ・部門内、部門間の連携 ・教育成果、質保証への社会の要請の増大 　・組織としてのガバナンスが利かず、戦略構築とその浸透ができていない

役員　11名 ・研究では世界ランク50位以内の大学 　 戦略的研究費の確保、人的資源の重点配置・自己変革とリーダーシップ ・産学連携の活発化と成果の要求の増加 　・組織の一員としての意識改革が徹底していない

全資金収入 1,430億円 ・教育の質を国際的に保証し、 　 教育・研究時間の確保、研究ｽﾍﾟｰｽの整備 ・選択と集中、多様性とアイデンティティ ・教育・研究の質の変化 　・国際的なプレゼンスの不足に対する対策の実施が遅れている

(交付金等) 867億円 　常に未来の教育課題に挑戦する大学 ・評価、データに基づく見直し ・社会人、中高年の学習ニーズの増加 　・広報・発信の量、質共に不足している

　　　　財務内容・業務運営・点検評価の視点 　　　　　教育研究基盤・環境の視点 　　　　　　学内ステークホルダーの視点 学外ステークホルダーの視点

（Ａ）集団から組織への転換 （Ｃ）　キャンパス資源の価値向上 （Ｅ）　学生の立場に立った教育 （Ｇ）外部ステークホルダーからの評価向上

分野 （Ｄ）　百周年記念事業の着実な推進 （Ｆ）　大学の国際化の推進 （Ｈ）地域の価値向上と、国際的ブランド力強化

　

（Ｂ）健全経営基盤確立のための組織・財務面での体制整備

　　戦略（方向性とキーワード）
＜改革のキーワード＞

H18年4月～
H22年3月 優れた人材の育成と新たな「知」の創造を通し

て

18年5月
 現在

●教職員・学生の国際的な場
面での活躍

●大学資源を活かして、地域の知的基盤
の充実と国際的な産学連携に貢献する

●国際的に通用する研究者・
高度専門人材育成

百周年
記念

●新しい知の創造拠点の構築
●知のアジアグローバリズムの先導
●人類の未来を切り拓くリーダーの育成

●教育研究環境の整備充実を
図るための九州大学基金の財
源確保

●産学連携における組織的対応力の高い
大学、ビジネスマインドの高い大学とし
ての認知を確立する（成果の出る産学連
携なら九大）

●ビジネス発想のワンストッ
プサービス機能の提供

●高度な専門性とマネジメン
ト力、および国際対応力を持
つ人材の育成

●アジアンプラットフォーム
の構築

●国際的最高水準の高度先進医療、包括
的で継続的な総合診療、全人的医療を担
う医療人育成により、地域に貢献する

●健全経営基盤の確保と、職
務へのやりがいと病院への愛
情を持った組織の構築

病院

●卓越した基礎研究に支えられた国際
的・先端的研究を遂行する機関として、
世界最高水準の研究拠点となる(学術的
ピークが多数ある九大）

社会
貢献

国際
貢献

●アジアの大学との連携強化などを通し
て、アジアスタンダードを発信し、北
米・ヨーロッパの二極体制に対するアジ
アのプレゼンスを向上させることに貢献
する（アジアのリーダーの九大）

●世界のトップクラスの大学との相互交
流を推進し、世界の知の拠点化を進める

●オリジナリティの高い新科学領域を創
造し、社会の課題解決に貢献する（独自
性が高い九大の研究）

●融合や創発を促す研究体制
や組織の設計

●国際的に評価されるピーク
作りとスター育成

研究

　　　　戦略マップ

主要戦略目標 　　重要成功要因

４つの
視点

教育

●社会と学問の変化に柔軟に対応でき、
学ぶ能力の高い人材を育成する(自ら学
ぶ喜びを知っている九大生）

●学習者中心の教育と組織で
の教育の質の保証

●自ら課題を設定し、種々の学問・技
術・資源を統合して解を見つけ、国際的
に発信したり、実行をリードする人材を
育成する(価値創造のデザイン能力が高
くリーダーシップのある九大生）
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⑬　学生との双方向コミュ
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⑮　教育力向
上につながる
教員・職員の
人材開発

⑲　研究者の多様性の増幅と、
優れた研究者の獲得

24
産学連携に関する学内
人材の高度化と、持続
可能な組織体制の整備

28

アジア理解の機会拡大と、ア
ジアの視点の導入

⑰　新科学領域への展開など国際的に
評価されるピークの創出

⑪

学部および大
学院教育にお
ける国際化の
体系的展開

27
教職員、学生の
海外交流機会の
拡大と、受入留
学生への支援充

実

⑨　卒業生と進路先の評
価の測定と、教育の質改

善への反映

⑱　社会のニーズ発想
の研究開発を進めるイ
ンターフェース構築

（ＵＳＩ等）

22
国際的対応力とビジネス発想を備えた
ワンストップの産学連携サービスの提供

23
大学資源の積極的活用に
よる地域社会や市民との接

点強化

25
アジアとの交流と研究実績
に基づいた現代アジアに関
する情報発信と政策提言

⑫　学習者の視点に基づく
教育の質保証と、大学院

教育の実質化

⑩　社会・産業界のニー
ズに応えるリーダー人材

の輩出

26

世界のトップクラ
スの大学との連
携強化

　①百周年記念事業企画を通した「知の新世紀を拓く」構想への理解者・協力者の拡大

29
 国際的最高水準の高度先進医療を担う、

地域の中核医療機関としての
信頼と実績の向上

⑤
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21

積極的な競争
的外部資金・資
源の獲得と多様

化

国際化

⑳　外部環境変化に
対応した学内組織の
再編整備

⑥
コ
ン
プ
ラ
イ
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営
効
率
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ど
大
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社
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を
果
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構
築

⑯　自ら学び社
会性を身につけ

る
学習環境、融合
創発を重視した
研究環境の整備

⑭　社会人シニア向け
プログラムなどリカレント
教育のための体制整備

③
新
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
既
存
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
推
進
に
よ
る

新
し
い

「
都
市
と
大
学

」
の
関
係
の
具
現
化

　　　　　　　　　　　　　　　30
  　　　医業収支の改善と、外部資金獲得等による
                 健全な経営基盤の確立
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